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〟

人〟
の〟

和〟
が
育
む

農
業
の
可
能
性

〟

人〟
の〟

和〟
が
育
む

農
業
の
可
能
性

「６次産業化」
キーワードは 

　「６次産業化」は、農林漁業本来の１次産業だ
けでなく、２次産業（工業・製造業）・３次産業
（販売業・サービス業）を取り込み、それによっ
て農林水産業を活性化させ、農山漁村の経済を
豊かにしていこうというもので、１次×２次×
３次＝６次の掛け算に由来しています。

６次産業化とは･･･

特  

集

　収穫の季節を迎える今、町の自然豊かな町並みを見渡すと、赤く色づいたりんごや里山を橙色
に照らす妙丹柿に目を奪われます。町内に立ち並ぶ産直店には、旬の野菜や果物がずらりと並び、
それぞれの店舗こだわりの加工品が目をひきます。
　名久井岳と馬淵川をはじめとした大自然と農業の営みが織りなす美しい景観、産直店の活気は
当町の誇る大きな財産と感じます。
　そんな地域の宝ともいえる農産資源を生かして、南部町を元気にしていこうという取組の“和”
が、今、広がり始めています。
　「６次産業化」をキーワードに、町内の農業に携わる方々からお話を伺いました。

― 豊かな自然に育まれた地域資源を掘り起こす ―
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「６次産業化」
キーワードは 

　「６次産業化」は、農林漁業本来の１次産業だ
けでなく、２次産業（工業・製造業）・３次産業
（販売業・サービス業）を取り込み、それによっ
て農林水産業を活性化させ、農山漁村の経済を
豊かにしていこうというもので、１次×２次×
３次＝６次の掛け算に由来しています。

６次産業化とは･･･

特  

集
　手頃な値段で提供される新鮮な農産物やその地域ならでは
の加工品が魅力の農産物産地直売所（産直）。
　その県内の先駆けともいえるのが、国道４号線沿いに店舗
を構える「名川チェリーセンター」です。

６次産業化の先駆け
農産物産地直売所（産直）

　

名
川
チ
ェ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
が
発

足
し
た
の
は
平
成
３
年
に
ま
で
遡

り
ま
す
。
当
時
は
「
産
直
」
と
い

う
こ
と
言
葉
す
ら
な
い
時
代
で
、

農
家
に
よ
る
店
舗
販
売
は
、
県
内

は
も
と
よ
り
、
全
国
的
に
も
か
な

り
珍
し
い
状
況
で
し
た
。

　

発
足
の
き
っ
か
け
は
、「
き
ず

物
を
生
か
し
て
家
計
の
足
し
に
で

き
な
い
か
」
と
い
う
農
家
女
性
の

ア
イ
デ
ア
で
し
た
。
当
時
は
、
農

家
の
女
性
に
決
ま
っ
た
小
遣
い
が

な
い
こ
と
が
当
た
り
前
の
時
代

で
、
自
分
た
ち
の
手
で
生
活
を
豊

か
に
し
よ
う
と
い
う
目
標
の
も
と

に
、
農
家
の
主
婦
が
結
束
。
豊
富

な
梅
な
ど
を
利
用
し
た
、
加
工
グ

ル
ー
プ
が
次
々
と
発
足
し
て
い
き

ま
し
た
。
次
第
に
、
一
年
を
通
じ

て
農
産
物
や
加
工
品
を
販
売
で
き

る
場
所
を
求
め
る
声
が
高
ま
り
、

「
名
川
チ
ェ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
」
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　

前
例
の
な
い
挑
戦
で
、
期
待
よ

り
不
安
の
方
が
大
き
い
ス
タ
ー
ト

で
し
た
が
、
初
年
度
か
ら
目
標

を
上
回
る
売
上
が
続
き
、
産
直
の

ニ
ー
ズ
が
確
か
な
も
の
で
あ
っ
た

と
実
感
し
ま
し
た
。

　

産
直
販
売
の
強
み
は
、
消
費
者

の
声
を
直
接
聞
け
る
こ
と
で
す
。

消
費
者
に
声
に
応
え
よ
う
と
し
て

い
く
う
ち
に
、
店
舗
に
並
ぶ
野
菜

や
果
物
、
加
工
品
の
種
類
は
自
然

に
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
充
実
し

た
品
揃
え
は
、
名
川
チ
ェ
リ
ー
セ

ン
タ
ー
の
誇
り
で
す
。

　

産
直
を
通
じ
て
生
ま
れ
た
お
客

さ
ん
と
の
交
流
や
農
家
同
士
の
結

束
は
大
き
な
財
産
と
な
っ
て
い
ま

す
。
農
家
の
高
齢
化
は
農
業
全
般

の
課
題
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
助

け
合
い
の
農
業
で
、
進
化
を
続
け

る
産
直
で
あ
り
た
い
で
す
。

農
家
女
性
た
ち
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が

実
を
結
ん
だ
「
名
川
チ
ェ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
」

名川チェリーセンター
発 足 当 初 か ら の 会 員
で、現在は運営組織「名
川 チ ェ リ ー セ ン タ ー
101人会」の会長。

12月 ま で、 り ん ご
をはじめとした贈答
用農産物の発送を受
け付けしています。
電 話 注 文 も 承 り ま
す。
☎0178－75－0194

河門前啓子 さん

グルっと産直ナビ ― 町内の産直店をご紹介します ―

ふくちジャックドセンターふくちジャックドセンター

住所　苫米地字上根岸73住所　苫米地字上根岸73－－１１

営業時間　営業時間　

　８時30分～18時　８時30分～18時

定休日　毎月第３木曜日、定休日　毎月第３木曜日、

　　　　年始休み：１月１日　　　　年始休み：１月１日

問合せ　☎0178問合せ　☎0178－－8484－－45204520

ほのぼの館ほのぼの館

住所　小泉字前平８住所　小泉字前平８－－７７

営業時間　営業時間　

　４月～９月：８時30分～18時　４月～９月：８時30分～18時

　10月～３月：９時～18時　10月～３月：９時～18時

定休日　１月１日～１月４日定休日　１月１日～１月４日

問合せ　☎0178問合せ　☎0178－－8484－－31453145

そばの里けやぐそばの里けやぐ

住所　平字姥懐８住所　平字姥懐８－－４４

営業時間　営業時間　

４月～12月：８時～16時４月～12月：８時～16時（火曜日休み）（火曜日休み）

１月～３月：９時～15時（平日休み）１月～３月：９時～15時（平日休み）

※年始休み：１月１日～１月３日※年始休み：１月１日～１月３日

問合せ　☎0178問合せ　☎0178－－7676－－10601060

おやさいの集会所おやさいの集会所

住所　斗賀字上町焼43－５住所　斗賀字上町焼43－５

営業時間営業時間

　９時～18時　９時～18時

定休日　12月30日～１月２日定休日　12月30日～１月２日

問合せ　☎0178問合せ　☎0178－－6060－－56405640

なんぶふるさと物産館なんぶふるさと物産館

住所　相内字辰ノ口２住所　相内字辰ノ口２－－2525

営業時間　営業時間　

　５月～９月：９時～18時30分　５月～９月：９時～18時30分

　10月～４月：９時～18時　10月～４月：９時～18時

定休日　12月31日～１月３日定休日　12月31日～１月３日

問合せ　☎0179問合せ　☎0179－－3434－－34373437

ファームヴィレッジなんぶファームヴィレッジなんぶ

住所　沖田面字千刈５住所　沖田面字千刈５－－３３

営業時間　営業時間　

　８時～19時　８時～19時

（フードコート：11時～15時30分）（フードコート：11時～15時30分）

定休日　１月１日～１月３日定休日　１月１日～１月３日

問合せ　☎0179問合せ　☎0179－－3434－－37373737

名川チェリーセンター名川チェリーセンター

住所　虎渡字西山27住所　虎渡字西山27－－１１

営業時間　４月～９月：９時～19時営業時間　４月～９月：９時～19時

　　　　　10月～３月：９時～17時　　　　　10月～３月：９時～17時

定休日　12月31日～1月２日定休日　12月31日～1月２日

問合せ　☎0178問合せ　☎0178－－7575－－01940194

特  集
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農
家
を
応
援
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
そ
れ
ま
で
個
人
で
経
営
し
て

い
た
農
産
物
の
卸
売
や
直
売
事
業

を
平
成
21
年
に
法
人
化
し
、「
な

ん
ぶ
農
援
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
に
は
南
部
町
に
70

ア
ー
ル
の
農
地
を
取
得
し
、
自
ら

生
産
し
た
野
菜
と
と
も
に
地
元
の

農
家
グ
ル
ー
プ
約
80
人
の
農
産
物

販
売
を
始
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
６
次
産
業
化
に

取
り
組
み
、
規
格
外
の
農
産
物
を

使
っ
た
加
工
品
の
開
発
や
販
売
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
地
元
の
伝
統
食
材
を

絶
や
す
こ
と
な
く
残
し
て
い
き
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
、
南
部
地
方

の
名
産
「
妙
丹
柿
」
を
使
っ
た
、

商
品
開
発
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

　

思
い
を
同
じ
く
し
て
、
地
元
の

伝
統
食
材
の
生
産
や
研
究
に
取
り

組
む
名
久
井
農
業
高
校
と
も
連
携

し
、
同
校
で
開
発
さ
れ
た
「
果
肉

が
柔
ら
か
く
な
り
す
ぎ
る
前
に
渋

抜
き
が
で
き
る
新
た
な
技
術
」
を

生
か
し
、
共
同
で
ス
イ
ー
ツ
商
品

を
開
発
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
妙
丹
柿
は
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
を
多
く
含
み
、
高
い
健
康

機
能
性
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
ま

し
た
。
弘
前
大
学
や
醸
造
会
社
と

タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、
料
理
だ
け
で

は
な
く
ド
リ
ン
ク
と
し
て
も
楽
し

め
る
柿
酢
を
商
品
化
し
、
昨
年
３

月
か
ら
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

商
品
開
発
の
課
程
で
、
妙
丹
柿

に
つ
い
て
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
そ

の
実
に
詰
ま
っ
た
素
材
の
魅
力
に

驚
か
さ
れ
ま
す
。
加
工
販
売
の
促

進
を
通
じ
て
、
そ
の
魅
力
を
多
く

の
方
に
届
け
て
い
き
た
い
で
す
。

専
門
家
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
生
み
出
す

新
た
な
価
値

　青森県南部町産の「妙丹柿」は、江戸時代から栽培され「南
部柿」とも呼ばれる、地元の名産。生産者の高齢化などに
より収穫・加工する農家が少なくなっているのが現状です。

絶やしたくない
地元名産「妙

み ょ う た ん が き

丹柿」

なんぶ農援株式会社の
代表取締役。
※社名は地域の農業を

応援する意味に由来
します。

岩間 正雄 さん

柿酢柿酢

■樹齢 100 年を越える妙丹柿の収穫作業。
　写真の男性は御年83歳の大ベテラン。長さ約６mの梯子

を揺らしながら力強く登る様子はお家芸といえます。

■干し柿のカーテン。（今月の表紙）
　鳥舌内地区の農家さん宅前。妙丹柿は日の光を浴びて

きれいなオレンジ色に輝いていました。

「人」と「妙丹柿」が織りなすアート　～残したい里山風景～
令和元年１１月２２、２３日撮影
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障
が
い
者
支
援
に
携
わ
る
仕
事

を
続
け
て
い
く
中
で
、
障
が
い
の

あ
る
方
が
自
立
し
た
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
社
会
づ
く
り
へ
の

思
い
を
強
く
し
、
平
成
24
年
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
三
本
の
木
」
を
設
立

し
ま
し
た
。

　

農
業
を
事
業
運
営
の
基
本
に
捉

え
、施
設
の
利
用
者
を
「
農
援
隊
」

と
称
し
て
、
近
隣
農
家
へ
農
作
業

の
手
伝
い
を
行
う
一
方
で
、
後
継

者
が
い
な
い
農
家
の
果
樹
園
を
借

り
、
果
物
の
栽
培
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
農
家
さ
ん
に
会
員
に

な
っ
て
も
ら
い
、
直
売
所
「
お
や

さ
い
の
集
会
所
」
を
開
設
し
ま
し

た
。
利
用
者
が
栽
培
・
収
穫
し
た

野
菜
や
果
物
を
販
売
す
る
ほ
か
、

農
作
業
の
で
き
な
い
利
用
者
が
作

業
し
た
、
加
工
品
の
販
売
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
、
地
域
の
活
性
化
の

た
め
に
、
名
久
井
農
業
高
校
と
連

携
し
、
高
校
生
が
学
校
で
栽
培
し

た
農
作
物
を
直
売
所
で
自
ら
販
売

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
週
１
回
（
４
月

～
11
月
中
旬
）
行
っ
て
い
ま
す
。

住
民
や
障
が
い
者
と
の
ふ
れ
あ
い

を
通
じ
て
、
名
農
生
が
成
長
し
て

い
く
姿
を
見
ら
れ
る
こ
と
は
大
き

な
喜
び
で
あ
り
、
ま
た
、
明
る
く

元
気
な
若
い
力
が
お
店
の
活
力
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
寄
り
添
い
な
が
ら
、「
地
域
に

支
え
ら
れ
、
地
域
に
役
立
つ
」
事

業
活
動
の
和
を
広
げ
て
い
き
た
い

で
す
。

地
域
と
共
に
歩
む

ー
地
域
に
支
え
ら
れ
、地
域
に
役
立
つ
ー

　農業を基軸にした事業運営を、他分野のニーズとマッ
チングさせながら事業活動を広げる NPO 法人「三本の
木」。地域とのつながりを大切にする活動の和は地域お
こしの活力にもなっています。

農業・福祉・教育を
マッチング 

障害者施設運営や農福
連 携 事 業 を 展 開 す る
NPO 法人「三本の木」
の理事長。

林 悦子 さん

農業がおこす新たな風

三戸駅前に「農家カフェ」がオープン　―地域の人が集い、憩う―

「農家カフェこみゅ」

住所　大向字中居構74
　　　（町営市場そば）
営業時間　11時～15時
営業日　毎週金～日曜日

【問】☎0179－23－0423

「南部どき」

住所　大向字泉山道9－54
　　　（三戸駅そば）
営業時間　10時～16時
定休日　水曜日

【問】☎0179－20－0710

　平成24年にりんご農家として新
規就労して、りんごの美味しさを
広めたいという思いから、農家カ
フェを４年前にオープンしました。
　紅玉をたっぷり使ったアップル
パイと厳選のコーヒー豆を使用し
たコーヒーで、心も体もホットひ
と息、憩いの時間を届けていきた
いです。

農家カフェこみゅ
店主　四戸泰明さん

　地域の活性化につなげたいとい
う思いから、昨年12月にカフェ
をオープンしました。
　果樹栽培の剪定枝をチップに
使った燻製商品が、お店の目玉で
す。店内はゆったりとした空間
で、ワイン樽をテーブルにした席
や長ソファーでおくつろぎいただ
けます。

合同会社南部どき
代表　根市大樹さん

オシャレな店内オシャレな店内お店自慢のアップルパイお店自慢のアップルパイ

「おやさいの集会所」店内「おやさいの集会所」店内

りんご園に出向いて農作業りんご園に出向いて農作業
を手伝う「農援隊」。を手伝う「農援隊」。

特  集
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東
北
最
大
級
の
土
橋
跡
と

東
北
最
古
級
の
升
形
虎
口
を
発
見

　

城
館
へ
の
出
入
り
口
と
考
え
ら

れ
る
こ
の
土
橋
は
、
中
国
大
陸
の

城
壁
な
ど
で
用
い
ら
れ
る
板
で
土

留
め
を
設
置
し
た
後
に
黒
土
と
粘

土
（
火
山
灰
）
を
交
互
に
堅
く
突

き
固
め
て
い
く
「
版
築
」
工
法
に

よ
っ
て
構
築
さ
れ
て
い
る
の
が
特

徴
で
す
。
同
史
跡
内
で
は
他
に
な

く
、
遺
構
の
重
要
性
か
ら
聖
寿
寺

館
の
正
門
が
北
側
に
あ
っ
た
可
能

性
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

築
か
れ
た
年
代
は
出
土
品
か
ら

特
定
。
土
橋
中
か
ら
は
15
世
紀
末

～
16
世
紀
前
半
に
か
け
て
流
通
し

た
中
国
産
の
染
付
皿
が
出
土
さ

れ
、
聖
寿
寺
館
跡
最
盛
期
と
な
る

23
代
安
信
～
24
代
晴
政
段
階
の
東

北
最
大
の
大
型
掘
立
柱
建
物
と
同

時
期
に
利
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
土
橋
跡
は
さ
ら
に
西

側
・
北
側
へ
延
び
て
い
く
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
今
後
調
査
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

北
東
北
最
大
の
戦
国
大
名 
南
部
氏
の
中
心
的
城
館
で
あ
っ
た
国
史

跡
聖
寿
寺
館
跡
に
つ
い
て
、
町
で
は
４
月
か
ら
10
月
末
ま
で
発
掘
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
調
査
に
よ
っ
て
室
町
・
戦
国
期
の
遺
構
と
し
て
は
東
北
最

大
級
の
土
橋
跡
と
東
北
最
古
級
の
枡
形
虎
口
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
発
掘
調
査
現
地
説
明
会
に
は
、
過
去
最
多

と
な
る
１
８
０
人
が
参
加
し
、
南
部
氏
の
歴
史
ロ
マ
ン
に
思
い
を
馳
せ

ま
し
た
。

土橋跡が見つかったのは城館の北側で、城主が居住し
ていた中心区画の北東部分。今年度の調査で確認され
た範囲内での土橋跡は長さ9.5ｍ以上、通路幅3.1ｍ以
上、基底部幅5.6ｍ以上で高さは3.6ｍあり、東北地方
では最大級の規模です。

　

枡
形
虎
口
が
築
か
れ
た
年
代

は
、
遺
構
の
重
複
関
係
か
ら
15
世

紀
後
半
か
ら
16
世
紀
初
頭
と
考
え

ら
れ
、
現
地
を
確
認
し
た
城
郭
考

古
学
者
で
奈
良
大
学
教
授
の
千
田

嘉
博
さ
ん
か
ら
は
「
国
内
で
も
古

い
段
階
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
枡
形

で
あ
る
」
と
の
所
見
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
発
見
で
南
部
氏
が
当
時

の
最
新
築
城
術
で
あ
る
枡
形
虎
口

を
全
国
的
に
も
早
い
段
階
で
取
り

入
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
、
南

部
氏
と
中
央
と
の
交
流
が
活
発

だ
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

聖
寿
寺
館
跡
発
掘
調
査 

成
果
発
表

見つかった「枡
ますがた

形虎
こ

口
ぐち

」は約２ｍ四方。敵が城館へ侵入す
ることを防ぐ狙いがあり、敵の直進を阻止して方向転換させ
るため、北側から延びる通路が西側にほぼ直角に曲がる L
字形となっています。東北地方では最古級とみられます。

古い古い版築土橋版築土橋

東北最古級の東北最古級の
枡形虎口枡形虎口

堀跡（堀跡（未調査）未調査）

城内城内

堀跡（堀跡（未調査）未調査）

新しい新しい版築土橋版築土橋

 

土
橋
跡
か
ら
の
考
察

 

枡
形
虎
口
か
ら
の
考
察

本年度の調査区ではほかに、ウサギ
形の刀装具（目貫金具）も出土。全
国でも珍しく、東北での発見は初め
てとなります。

後脚

前脚

耳顔短い尻尾

掘南側法面掘南側法面

通路面（硬化面）通路面（硬化面）

土橋は北側・西側に
さらに続く
土橋は北側・西側に
さらに続く

発見された土橋跡

発見された枡形虎口
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南
部
ふ
る
さ
と
塾

剣
吉
諏
訪
神
社
所
蔵
祭
具

６
点
が
町
文
化
財
に
指
定

　

11
月
20
日
、
町
教
育
委
員
会
の
定
例
会
に
お
い
て
、
剣
吉
諏

訪
神
社
所
蔵
の
６
種
類
の
祭
具
が
町
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

町
で
は
平
成
30
年
度
か
ら
「
剣
吉
諏
訪
神
社
の
祭
礼
行
事
と

山
車
踊
り
」
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
。
そ
の
結
果
、
御
輿
が
明

和
８
年
（
１
７
７
１
）
に
製
作
さ
れ
、
翌
明
和
９
年
か
ら
御
輿

行
列
が
始
ま
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
以
来
の

祭
具
一
式
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、
ま
つ
り
の
歴
史
を
伝
え
る
貴
重

な
資
料
で
す
。
神
社
関
係
者
の
努
力
に
よ
っ
て
現
在
ま
で
大
切

に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
指
定
さ
れ
た
祭
具
は
、
現
在
も
名
川
秋
ま
つ
り
で
使
用

さ
れ
て
お
り
、ま
つ
り
の
歴
史
と
伝
統
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

日
時　

　

12
月
14
日
（
土
）

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　
楽
楽
ホ
ー
ル　

　

※
申
込
み
不
要
・
入
場
無
料

講
師　
弘
前
大
学
名
誉
教
授
・
弘

前
学
院
大
学
特
任
教
授

　

齊
藤 

利
男 

氏

演
題　

　

戦
国
大
名
へ
の
道
を
開
い
た
中

興
の
英
主
二
十
代
信
時
と
信
時

時
代
の
南
部
氏
城
館

問
合
せ　

　

史
跡
聖
寿
寺
館
跡
案
内
所

　

☎
０
１
７
９
・
23
・
４
７
１
１

明 和 ９ 年 ７ 月27日 に 奉 納 さ れ た 鏡
で、鉦・太鼓と同じく村井氏・立花氏
の名があります。神社行列の際は榊松
にかけて剣吉町内を廻ります。

明和９年（1772）に剣吉村の板垣孫
作によって奉納されたのぼり旗で、神
社所蔵の旗の中では最も古いもので
す。神社には明和９年から平成に至る
までののぼり旗が保管されています。

神社に伝わる伝統芸能である「剣吉諏
訪神社商宮律」（町無形民俗文化財）
に使われる鉦

か ね

です。明和９年（1772）
に村井氏・立花氏によって奉納された
もので、この年から御輿行列が始まっ
たと考えられます。

1 鏡
御輿が建造された明和８年の棟札で、
御輿建造に伴って寄進した124名の氏
名と町名が記されています。当時の剣
吉村の広がりや、村人の氏名・居住地
が分かります。

明和８年（1771）４月に京都で建造
されたもので、八戸鮫浦経由で剣吉に
運ばれました。まつりの神社行列の中
心となる重要な祭具です。

「剣吉諏訪神社神楽」（町無形民俗文
化財）に使われる神楽太鼓です。明和
９年に商宮律鉦と同じく、村井氏・立
花氏が奉納したものです。御輿行列の
開始に合わせて用意されたものと考え
られます。

3 御
み

輿
こし

5 棟
むなふだ

札

2 神
か ぐ ら

楽太
たい

鼓
こ

4 商
さ ぎ り

宮律鉦
かね6 のぼり旗

１2

3

4

5

6
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都
で
は
他
産
地
の
馬
の
数
倍
の

価
格
で
取
引
さ
れ
た
高
級
馬
「
戸

立
ち
の
馬
」
を
定
期
的
に
都
の
将

軍
や
貴
族
た
ち
に
献
上
し
て
い
た

南
部
氏
。

　

そ
れ
で
は
、
南
部
氏
は
ど
の
よ

う
な
場
所
で
馬
を
生
産
し
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。
残
念
な
が
ら
戦

国
大
名
南
部
氏
の
馬
の
生
産
に
関

わ
る
直
接
的
な
記
録
は
残
っ
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
牧
跡
の
遺
跡

は
、
城
館
と
は
異
な
り
、
小
さ
な

堀
や
土
塁
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
全
国
的
に
も
当
時
の
遺

構
が
良
好
に
残
存
し
て
い
る
例
は

さ
ほ
ど
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
当
町
に
は
牧
跡
の
遺

跡
と
し
て
、
近
世
盛
岡
藩
段
階
に

「
南な
ん
ぶ部

九く
ま
き枚

」
に
数
え
ら
れ
た

「
相あ
い

内な
い

野の

」
と
「
住す

み
や
の

谷
野
」
の
二

箇
所
の
牧
場
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
幸
い
に
も
「
相
内
野
」
の
周

囲
を
囲
う
土
塁
・
堀
は
江
戸
時
代

に
は
盛
岡
藩
と
八
戸
藩
の
藩
境
と

し
て
、
近
代
で
は
町
境
と
し
て
利

用
さ
れ
、
現
在
で
は
共
有
地
と

な
っ
て
い
る
場
所
も
多
く
、
遺
構

が
奇
跡
的
に
保
存
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
相
内
野
」
は
現
在
の
相
内
集

落
よ
り
北
に
約
２
㎞
の
山
中
、
小

字
名
で
い
う
と
「
相
内
鴨
ノ
首
」

や
「
屋
敷
久
保
」、「
沼
久
保
」、「
寺

下
久
保
」
等
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
牧
跡
は
東
西
方
向
に
長
く

３
・
１
㎞
あ
り
、
牧
跡
の
周
囲
は

約
８
・
１
㎞
に
も
達
し
ま
す
。
牧

内
部
の
総
面
積
は
１
５
３
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
及
び
、土
塁
と
堀
が
、標

高
１
３
０
～
２
０
０
ｍ
の
丘
陵
や

谷
を
ぐ
る
り
と
取
り
囲
む
よ
う
に

構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
牧
の
堀
跡

は
数
百
年
の
時
の
流
れ
に
よ
り
埋

没
し
て
い
ま
す
が
、
現
状
で
も
深

さ
は
１
ｍ
、幅
は
約
２
ｍ
、土
塁
は

高
さ
１
メ
ー
ト
ル
弱
あ
り
ま
す
。

　

も
り
お
か
歴
史
文
化
館
に
は

「
相
内
野
」
の
古
地
図
が
２
種
類

所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
周
囲
を
巡
る

土
塁
と
と
も
に
、
木
戸
（
入
口
）

が
一
か
所
、
管
理
小
屋
が
一
棟
、

い
わ
し
沼
、沼
ノ
久
保
沼
、女
沼
、

街
道
が
描
か
れ
て
い
ま
す
（
図

１
）。
こ
の
広
大
な
牧
跡
に
一
体

ど
の
く
ら
い
の
馬
が
飼
育
さ
れ
て

い
た
の
か
と
い
う
と
、
頭
数
は
意

外
に
多
く
は
な
く
、宝
暦
５
年（
１

７
５
５
）
の
頭
数
は
牡お
す

馬
１
頭
と

３
歳
以
上
牝め
す

26
頭
、
２
歳
牝
８

頭
、
他
８
頭
の
合
計
43
頭
、
明
和

６
年
（
１
７
６
９
）
の
頭
数
は
牡

馬
１
頭
と
３
歳
以
上
牝
26
頭
、
２

歳
牝
５
頭
、
他
３
頭
の
計
35
頭
が

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

広
大
な
敷
地
に
馬
を
放
し
飼
い

に
し
、
３
か
所
の
水
場
（
沼
）
で

管
理
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
、
南
部
氏
に
よ
る
少
数
精
鋭
の

高
級
馬
生
産
体
制
が
伺
え
ま
す
。

　
「
相
内
野
」
は
今
で
こ
そ
、
山

奥
に
立
地
し
て
い
ま
す
が
、
牧
の

西
側
に
は
三
戸
南
部
氏
の
居
館
で

あ
っ
た
聖
寿
寺
館
や
五
戸
の
南
氏

の
居
城
浅
水
城
へ
と
抜
け
る
奥
州

街
道
が
通
っ
て
お
り
、
当
時
の
幹

線
道
路
か
ら
ほ
ど
近
い
場
所
に
立

地
し
て
い
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
は
牧
の
土
塁
が
盛

岡
藩
と
八
戸
藩
と
の
境
界
と
し
て

も
意
識
さ
れ
、
藩
境
塚
も
牧
の
土

塁
・
堀
に
沿
っ
て
築
か
れ
ま
し

た
。
そ
れ
に
伴
い
、現
状
で
は『
相

内
野
』
北
側
は
南
部
町
と
五
戸
町

の
境
界
と
な
っ
て
お
り
、
南
側
は

旧
名
川
町
と
旧
南
部
町
の
境
界
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

永
正
５
年
（
１
５
０
８
）
に
八は
ち

条じ
ょ
う
り
ゅ
う
ば
じ
ゅ
つ

流
馬
術
の
始
祖
で
あ
る
八
条
近

江
守
房
繁
が
記
し
た
「
糠ぬ
か
の
ぶ部

九く

箇か

の
部へ

馬う
ま

焼や
き
じ
る
し
ず

印
図
」
の
三
の
部
（
三

戸
）
の
項
に
、「
あ
ひ
な
い
印
、

来
文
字
・
有
文
在
る
は
す
ぐ
れ
た

り
。
吉
馬
お
ほ
く
有
之
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、「
相
内
野
」
で
生
産

さ
れ
た
馬
の
お
尻
等
に
は
大
き
な

【
来
】や【
有
】の
焼
印
が
施
さ
れ
、

室
町
・
戦
国
期
に
は
既
に
ブ
ラ
ン

ド
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
ま

す
（
図
２
）。

　

一
方
、「
住
谷
野
」
は
現
在
の

赤
石
地
区
か
ら
旧
南
部
工
業
高
校

を
経
て
、
三
戸
町
泉
山
へ
と
続
く

広
大
な
台
地
上
に
立
地
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
辺
り
に
は
現
在
で
も

「
牧
野
平
」
と
い
う
地
名
が
残
っ

て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
当
時

の
土
塁
と
堀
は
近
代
の
削
平
に
よ

載
連
史
歴

見
発
史
歴

其の十二

「
な
ん
ぶ
が
く
」

現在も残る相内野の堀跡

今
も
残
る
戦
国
大
名
南
部
氏
の

巨
大
牧
場
『
相
内
野
』

り
ほ
ぼ
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。「
住

谷
野
」
で
は
江
戸
時
代
に
８
代
将

軍
徳
川
吉
宗
か
ら
ペ
ル
シ
ャ
産
の

馬
が
下
賜
さ
れ
、
育
て
ら
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
牧
場
は
現
代
に
例
え

た
場
合
、
高
級
外
車
の
生
産
工
場

に
匹
敵
し
、
南
部
氏
躍
進
の
原
動

力
と
な
り
ま
し
た
。

文
責　

史
跡
対
策
室　

布
施
和
洋

図１　相内野古図
（もりおか歴史文化館所蔵）図２「相内野」の馬焼印想像図『日本馬政史』より
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厚生労働大臣認定・健康増進施設

バーデパークだより ☎ 0178－84－2850

「バーデパーク健康ＤＡＹ」を開催します

日時　12 月 15 日（日）　11 時～ 16 時 30 分
　体力測定や運動教室を一部無料で体験できる

「バーデパーク健康 DAY」を 12 月 15 日に開催
します。バーデパークの運動教室に通ってみたい
方、運動を始めてみたい方のご来館をお待ちして
います。

★当館は、「南部町入浴施設等利用事業温泉
無料利用券」の対象施設です。今年度末ま
でが利用期限になりますので、お早めにご
利用ください。

★毎週金曜日はバーデハウス巡回バス（無料）
を運行します。週によって運行ルート、時
間が異なりますので、詳しくは配布してい
る運行表をご確認のうえ、ご利用ください。

 ★今月２６日はフロの日
 　通常 450 円 → 特別価格 330 円

 ★今月の休館日
        12/19木

 ★朝風呂営業
６時～８時まで （受付は７時 30 分まで）

2019年11月1日～2020年1月31日迄
バーデパークで忘新年会！

〒039-0802
青森県三戸郡南部町大字苫米地字上根岸73-1

TEL：0178-84-2850
レストラン「かだぁる」

お問合せ・お申込みは

予約承り中！
※１週間前要予約

５人以上のご予約で送迎も承ります。人数、予算等お気軽にご相談ください。

皿盛料理9品＋2時間飲み放題
4,980円

赤松コース
皿盛料理10品
3,500円

かだぁるコース

忘新年会を
ご予約の方に当日と
別日に利用できる入
浴無料券2枚配布
900円もお得！

　クリスマスや年末に彩り豊かなオードブルはいか
がでしょうか。家族や大切な人と特別な食事をご自
宅でお楽しみいただけます。

1 段　 6,000 円（税込）　３～４人前
2 段　10,000 円（税込）　４～６人前

引き渡し日
12 月 23 日（月）
　　  ～
12 月 25 日（水）

引き渡し日　12 月 31 日（火）

クリスマスオードブル

おせちオードブル

３～４人前

冬休み特別企画「アイスクリームをデコろう」

　レストラン「かだぁる」では冬休みの特別企画
を開催します。アイスクリームを好きなように
トッピングして自分だけのアイスクリームを作っ
てみよう！
期日　12 月 14 日（土）、15 日（日）、21 日（土）、

　　22 日（日）、28 日（土）、29 日（日）
　　　1 月 4 日（土）、5 日（日）、 11 日（土）、

　　12 日（日）、13 日（月・祝）
時間　14 時 30 分～ 16 時 30 分
参加料　500 円（税込）※トッピング代込み

ヨガ教室　～心と体もリラックス～

日時　12 月 12 日（木）
　　　19 時～ 20 時 30 分
受講料　１回 1,000 円（税込）※入館料別途

レストラン「かだぁる」からのお知らせ

申込み期限　12 月 20 日（金）

5,000 円（税込）

おせちオードブル　２段おせちオードブル　２段
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新たな歴史つくることを誓った福地中の生徒たち

手をつなぎ、記念歌「明日晴れるかな」を仲良く歌う児童たち

　創立 60 周年を迎えた福地中学校（福井淳悦校長）と創立 140 周年を迎えた杉沢小学校（石渡保校長）は、
それぞれ同校で記念式典を開催し、児童・生徒や教職員、地域住民らは節目を祝いさらなる学校の発展を誓い
ました。

　同校は、1880 年 3 月に埖渡小学校として開校し、
数度の校名変更を経て現在に至ります。
　ピーク時は約 200 人に上った全校児童数は、現
在 23 人。少子化が進む中、石渡校長は「地域の支
えが本校の教育の大きな力。感謝の気持ちを大切に
していきたい」とあいさつしました。
　全校児童が掛け合い形式で学校の歴史を紹介する

「140 年の詩」では、「地域の皆さまの思いを受け
継ぎ、未来に向かって歩んでいく」と力強く決意を
発表。また、140 周年の記念歌「明日晴れるかな」
を元気いっぱいに歌いました。

歴史の節目に誓い新たに　福地中・杉沢小で創立記念式典

　同校は 1959 年に、福田と地引の２中学校が統合
され開校し、これまでの卒業生は 5,500 人余りを
数えます。
　式では福井校長が「自分の力を信じて、仲間とと
もに、限りない可能性に挑戦していこう」と呼び掛
け、また、３年生で前生徒会長の庭田成さんが「伝
統を受け継ぎ、力を合わせて、さらなる高みを目指
した学校をつくりあげる」と決意を述べました。
　全校生徒による記念合唱や 60 年の歩みをたどる
記念映像の上映などが行われ、参加者は節目を祝い
ました。

11/16　福地中学校 60 周年

11/17　杉沢小学校 140 周年
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　10 月 23 日、楽楽ホールで社会福祉大会が開催
され、社会福祉係者ら約 200 人が参加しました。
　式典では町民憲章の唱和や社会福祉功労者の表彰
などが行われ、参加者は、大会スローガン「ともに
生き支えあうふれあいのまちづくり」に向けて、一
丸となって取り組むことを誓いました。
　その後、名久井小学校の児童による福祉教育体験
の発表や社会人落語家の生島清身さんによる漫談の
披露を交えた講演が行われ、参加者たちは熱心に聞
き入っていました。

社会福祉大会

　「第 19 回ふるさと自慢わが町 CM 大賞」において、
南部町の作品が「演技賞」を受賞し、11 月 14 日、
CM 動画の製作者と出演者らが工藤町長を訪れて報
告しました。
　作品は、町の果物を PR する内容となっており、
ユーモアあふれるシナリオと、出演した中学生 3
人の演技力が高く評価されました。
　出演した名川中学校 3 年生の佐々木夢

ゆめ

飛
と

さん、
山野優太さん、赤石龍聖さんは「納得いくまで何度
も撮影したので、受賞できてうれしい」と笑顔で話
し、工藤町長は「素朴で人間味が伝わってくる。将
来、役者を目指してみてはどうか」と 3 人を賞賛
していました。
　10月27日に開催された審査発表会の模様は、来年
１月上旬に青森朝日放送で放映される予定です。

CM大賞で「演技賞」を受賞

新
そ
ば
ま
つ
り

　10 月 20 日、ながわ百笑苦楽部（川守田美幸会長）
が運営するそばの里「けやぐ」において「新そばま
つり」が開催されました。
　今年収穫されたそばの実を使用した、手打ちの「新
そば」は大好評で、食堂では順番待ちの列ができる
盛況ぶりだったほか、果樹・野菜の即売会やヨーヨー
釣りなども催されました。
　また、恵比寿様に扮した川守田会長が「皆さまに
愛されて 18 年、これからもよろしくお願いします」
の掛け声とともに、くじ入りのお餅を振る舞い、会
場は大いに盛り上がりました。

10/20

10/23

11/14

南
部
町
幼
・
小
・
中
学
校
作
品
展

　11 月９日からの３日間、町民体育館を会場に、 
町内の園児、小学生、中学生による作品が展示され、
家族連れをはじめ多くの方が来場しました。
　展示されたのは絵画や版画、書写などのほか、納
税や消防に関するコンクールの入賞作品など約 900
点。また、町文化協会南部支部の作品展が同時開催
され、陶芸、写真などの力作が並びました。
　自分の作品を家族に紹介する子どもや作品ととも
に記念写真を撮る家族連れ、筆使いや色使いなどを
熱心に鑑賞する人などの姿が見られ、来場者は楽し
いひとときを過ごしていました。

11/9～11/11
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町の学校紹介　～各校の特色ある教育～

名川中学校

　６月 15 日（土）、16 日（日）の２日間、第 68 回
三戸郡中学校体育大会夏季大会が行われました。競技
開始に先立ち、ふるさと運動公園陸上競技場において、
盛大に開会式が行われました。三戸郡下 14 校が集い、
名川中学校選手団は最後の行進で入場し、ひときわ目
立つ素晴らしい入場行進でした。また、応援団の態度、
声も迫力があり、来賓や地域の方々からもたくさんの
お褒めの言葉をいただきました。
　また、６月 29 日（土）、八戸市公会堂で開催され
た第 61 回青森県吹奏楽コンクール八戸大会では、本
校吹奏楽部は３年連続の金賞を受賞し、県大会での金
賞受賞を目指し練習に励んでいます。それぞれの結果
を今後の前進のエネルギーにしてほしいと強く思いま
す。
　平成 17 年４月に、旧名川町内三中学校（剣吉中・
名久井第一・名久井第二中）が統合、「地域と共に、
子供が心豊かに育つ学びの環境の創造」を学校づくり
の基本理念に掲げスタートし、今年15 年目を迎えます。
　今後も名川中に対する誇りと愛情をもって、すべて
の教育活動を進めていきます。

　校長：小林　孝史　　生徒数：150 名

「名中魂の発揮！！」

「名川中選手団」（夏季大会開会式）

「３年連続金賞」（吹奏楽コンクール）

　10月27日、南部町子ども会育成連絡協議会（赤
澤栄夫会長）主催のビーチバレーボール大会が町
民体育館で開催され、町内小学生の８チームが熱
戦を繰り広げました。

優　勝　荒町・桜町 チーム
準優勝　上中町 チーム
第３位　名川南 チーム

熱戦！ビーチバレーボール大会 山田さん（南部中１年）が
剣道で全国大会へ出場！

　９月29日に町民体育館で開催された、第44回
青森県スポーツ少年団フェスティバル剣道競技会
兼第42回全国スポーツ少年団剣道交流大会青森
県予選会の中学女子個人の部において、山田那

な

々
な

良
み

さん（南部中１年）が優勝し、来年３月に長野
県で開催される全国大会の出場を決めました。

優勝した荒町・桜町 チーム優勝した荒町・桜町 チーム

全国大会への意気込み
　県の代表として恥
ずかしくない試合を
していきたいです。
予選リーグを勝ち抜
くことを目標に、大
会までの練習を大切
にしていきます。
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　11 月 12 日、あかね幼稚園（川守田道治園長）の年長
園児 22 人が役場本庁舎を訪れ、仕事への感謝の気持ちを
伝えてくれました。
　園児は「いつもお仕事ご苦労様です。体に気を付けて頑
張ってください」とあいさつし、シクラメンの鉢や手作り
の感謝状とメダルを佐々木副町長にプレゼントしました。
　佐々木副町長は「心
温まるメッセージやプ
レゼントからたくさん
の元気をいただきまし
た。ありがとうござい
ます」と話しました。

　八戸法人会三戸支部（石亀和郎支部長）が、町内小中学
校の全学級分に当たる、76 本の手指消毒剤を寄贈してく
ださいました。
　11 月 5 日に中村正
寿副支部長が高橋力也
教育長を訪ね、「児童・
生徒の風邪予防に役立
ててもらいたい」と話
しました。

あたたかい善意に感謝
八戸法人会三戸支部が町へ手指消毒剤を寄贈

あかね幼稚園が勤労感謝の来訪

高橋教育長に手指消毒液を手渡す中村
副支部長㊧

農産物等の出展コーナーの様子

南部町郷土芸能保存会と栄区民謡連盟の共演

　南部町の友好交流都市である横浜市栄区で 11 月２日、
「第 20 回栄区民まつり」が開催され、当町からは農業観
光実施団体や、産直施設運営団体等により組織された「達
者村ふれあい隊」が出店し、交流を深めました。
　当町は、平成 21 年の第 10 回開催から継続して参加し、
今年もりんごや洋梨をはじめとする旬の農産物やせんべ
い汁、南部達者米生産者部会による「南部達者米」を販
売しました。中でも、りんご販売は大行列ができる盛況
ぶりで、大変好評でした。
　また、今年は「芸能」をテーマにした相互交流事業を実
施しており、南部町郷土芸能保存会の方々と、栄区民謡連
盟の方々がステージイベントで共演しました。

横浜市栄区民まつりに南部町から出店
“ りんご ” をはじめ農産物が大好評！
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　11月18日に新庁舎建設用地内（中央公民館跡地）
において、施工業者主催の地鎮祭が行われ、町関係
者のほか、県議会議員、町議会議員、設計・施工業
者など関係者45人が、工事の安全と無事を祈願し
ました。
　今後は令和３年３月の完成を目指して、本格的な
工事が始まります。工事期間中は建設地周辺におい
てご不便ご迷惑をおかけしますが、皆様のご理解ご
協力をよろしくお願いします。

　今年10月の台風19号で被災した岩手県山田
町を支援するため、建設課の根市知典主査を派
遣することが決まり、11月7日に町長室で辞令
が交付されました。
　山田町は土砂崩れが相次ぐなど深刻な被害を
受けており、両町間で平成24年に締結した災
害応援協定に基づき、今回の決定に至りました。
　山田町への職員派遣は、東日本大震災の復興
支援として既に継続的に行っており、根市主査
の派遣は今回で2度目となります。

　山田町では土砂崩れやの
り面の崩落などの被害が
あったと聞いています。担
当する復旧工事費を算出す
る災害査定業務の仕事は、
経験のない分野の仕事で不
安もありますが、自分ので
きることを全力で行い、少
しでも早い山田町の復興の
力になりたいです。

新庁舎建設工事地鎮祭

いち早い復興のために ― 台風被害の山田町に職員を派遣 ―

町民が安心して集う“まちづくりと防災の拠点”

工事の無事と安全を祈願する関係者

根市知典主査
山田町では農林課
に配属。

　南部町防災訓練が10月20日に町民体育館および
南部中学校周辺で開催され、南部地区の自主防災
会11団体をはじめ三戸消防署などの防災機関13団
体、約400人が参加しました。
　訓練は大規模地震に伴う土砂災害や水害、建物火
災などの複合災害を想定して実施。消防団が被害情
報を収集する「情報収集訓練」や自主防災会による

「自主避難所開設訓練」、三戸消防署特別救助隊によ
る「救助救出訓練」など16項目の訓練を行い、関
係機関との連携を確認しました。
　閉会式で工藤町長は「日頃からの防災意識が災害
時の大きな力になる。地域と行政が一体となって災
害に強いまちを築いていきましょう」とあいさつし
ました。

南部町防災訓練
防災体制を確認！災害に強いまちづくりへ

南部町消防団による水防訓練（シート張り工法）南部町消防団による水防訓練（シート張り工法）

南部地区の自主防災会による避難所開設訓練南部地区の自主防災会による避難所開設訓練



広報なんぶちょう　12月号15

　町では冬期間、生活道路の交通確保のため、おおむね10cm の積雪時にバス路
線や幹線道路、通学路などの主要路線を優先し、順次除雪を行います。除雪作業
をスムーズに行うために、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

各家庭の出入り口の除雪にご協力を
玄関先や車庫の前に寄せられた雪まで取り除くの
は困難です。各家庭での除雪をお願いします。

道路沿いの障害物の除去にご協力ください
道路に張り出している枝などは、除雪作業時の障
害となります。見つけた場合には枝払いをお願い
します。また、道路ぎわの障害物等は支障のない
ところに寄せてください。

路上駐車はやめましょう
降雪中の作業のため、視界が悪く非常に危険です
ので、路上駐車は絶対にしないでください。ま
た、路上駐車により除雪できず交通障害のもとに
なります。

深夜・早朝の除雪作業にご理解を
除雪は、快適で安全な朝の通勤、通学のため主に
深夜、早朝の作業となります。除雪車のエンジン
音や振動などでご迷惑をお掛けしますが、ご理解
をお願いします。

道路に雪を出さないでください
交通事故の原因になるので、敷地内の雪や屋根雪
を道路に捨てないでください。 道路路面凍結防止について

路面凍結による交通事故や交通渋滞の防止対策と
して、散布車により急こう配箇所や急カーブおよ
び交差点等を重点に凍結防止剤を散布します。
凍結防止剤を散布し路面の滑りを防いでいます
が、路面は凍っている状態の場合もありますの
で、運転者は凍結状態の道路の走行においては、
細心の注意を払い安全運転に心がけてください。

空き地、農地等の利用にご協力ください
除雪作業で、やむを得ず空地に除雪の雪捨てをす
る場合があります。この場合には、大変ご迷惑を
おかけしますがご協力をお願いします。

除雪車に近寄らないでください
作業中の除雪車は、急なバックや右側通行するこ
とがあります。また、横ぶれなどを起こしますの
で、車の運転は間隔を十分とって最徐行し、歩行
者は絶対に除雪車に近寄らないでください。

スムーズな除雪作業にご協力をお願いします

問合せ　建設課（南部分庁舎）☎ 0179 － 34 － 2518

連絡先　
　▷総務課（本庁舎）☎ 0178 － 84 － 2111
　▷青森県　県土整備部　砂防グループ
　　☎ 017 － 734 － 9670

　南部町は全域が豪雪地帯であり、雪崩危険箇所は121箇
所あります。
　家の裏や通学路など、危険は様々な箇所に潜んでいま
す。積雪時は斜面を注意深く観察し、兆候を発見したら早
めの避難・連絡を心がけてください。

　冬期間における消防活動は、道路の凍結や積
雪の状況などにより、迅速かつ適切な消防活動
が制限される場合があります。そのため積雪の
状況に応じて消防団員の方々のご協力を得なが
ら、消火栓や防火水槽などの消防水利の保全に
努めていますが、町民のみなさんにも次のこと
についてご協力をお願いします。

問合せ　
　▶三戸消防署　　　　　　☎0179－22－1140
　▶三戸消防署名川分署　　☎0178－76－2416
　▶三戸消防署福地分遣所　☎0178－84－2103

□消防水利（消火栓・防火水槽等 ) の近くに雪を捨てな
いでください。

□消防水利の近くに駐車しないでください。
□消防車や救急車が緊急走行している場合は、一旦停車

して道を譲ってください。
□除雪作業中の転倒事故や機械事故に注意しましょう。
□一人暮らしや、高齢者世帯の除雪作業は大変ですので

ご配慮をお願いします。
□冬期間はストーブなどを使用する機会が増えます。火

気の取扱いには十分注意しましょう。

冬期間の消防活動にご協力をお願いします

雪崩災害による被害ゼロを目指して １２月１日～７日「雪崩防災週間」
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　子育て支援センターは、幼稚園や保育園に通っていない
子どもなら、だれでも参加できます。
　子育て相談や園庭の開放、絵本やビデオを貸し出してい
ますので、気軽にご利用ください。

乳児健康診査　　　　　実施日：12月12日（木）　対象R 1 .６月 ～R 1 .８月生まれ    受付12時15分～12時45分
４歳児健康相談　　　　実施日：12月17日（火）　対象H27.４月 ～H27.５月生まれ    受付13時00分～13時30分
３歳児健康診査　　　　実施日：１月９日（木）　対象H28.５月 ～H28.６月生まれ    受付12時00分～12時15分

おいでよ！子育て支援センター

※実施している予防接種の中で、予約が必要なものを記載しています。それ以外のものは、予約なしで受けられます。

医療機関名 曜日・受付時間 予約 その他
南部町医療センター 毎週　月・金曜日　 13時～13時20分 ポリオ・MR・日本脳炎 BCG は、12月９日、１月20日
南部病院 毎週　水曜日　　　 13時～13時30分 全種類 BCG は行っていません。

川守田外科胃腸科 月・火・水・金曜日  9時～11時　15時～17時
木・土曜日　　　　  9時～11時 全種類 BCG は、12月11日、１月８日

かわむら内科クリニック
月・火・木・金曜日  9時～11時30分　
　　　　　　　　　 14時～17時30分
水・土曜日　　　　  9時～11時30分

ポリオ

はらだクリニック 月・水・金曜日　　  9時～12時　15時～17時
火・木・土曜日　　  9時～12時 B 型肝炎・ポリオ

スワンクリニック 月・水曜日　   　　   9時～11時
金曜日　　　　　　  9時～11時　14時～17時 全種類

乳幼児予防接種

乳幼児健康診査、乳幼児健康相談

実施している予防接種：Ｂ型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・ＢＣＧ・ＭＲ・水痘・日本脳炎・ポリオ

実施場所：南部町健康センター　問合せ：健康福祉課（健康センター）☎ 0178 － 60 － 7100

福地保育園 ☎ 0178－ 51－ 9756

わくわくひろば（体験活動）
金曜日／９時30分～11時

12月13日　クリスマス飾りづくり
12月20日　お誕生会・クリスマス会
12月27日　運動あそび
１月10日　お正月あそび

つどいのひろば（自由活動）
水曜日／９時30分～11時

12月11・18・25日
１月８日

子育てサークル にこちゃんクラブ
月曜日／10時～12時

12月９・16日
１月６日

なんぶ保育園 ☎ 0179 －23－ 0505

こすもすクラブ（体験活動）
水曜日／９時～12時

12月11日　粘土であそぼう
12月18日　クリスマス製作
12月25日　クリスマス誕生会
１月８日　お正月あそび

サークルちびこす（自由活動）
火・木曜日／９時～14時

12月10・12・17・19・24・26日
１月７・９日

チェリー保育園 ☎ 0178－ 51－ 8585

ぴっぴクラブ（体験活動）
木曜日／９時～11時

12月12日　お絵かき・ぬり絵
12月19日　クリスマス製作
12月23日（月）クリスマス会（要予約）
12月26日　誕生茶話会
１月 ９日　おもちつき

ぬくぬく（自由活動）
月・水曜日／９時30分～11時

12 月９・11・16・18・23・25 日
１月６・８日

乳幼児のアトピー性皮膚炎対策
のためのスキンケア

　アトピー性皮膚炎は、皮膚が赤くなってかゆ
くなり、症状が良くなったり悪くなったりをく
り返します。皮膚のバリア機能が低下し、刺激

（ダニ・汗・食物・乾燥・汚れ・たばこの煙等）
により炎症がおきやすくなります。

【お風呂の入り方】
①お風呂の温度はぬるめにし、シャワーの勢い

が強すぎないようにしましょう。
②石けんは洗浄力の強いものは避け、メレンゲ

状によく泡立て、手で優しく洗いましょう。
顔も石けんを使って丁寧に洗います。

　（石けん水をペットボトルに入れてよく振る
と、きめの細かい泡がたちます。）

③すすぎは十分にしっかりとしましょう。
④ふくときはこすらないようにし、押さえるよ

うにしましょう。

【外用薬・保湿剤のぬり方】
①入浴後は、体をふいたらすぐ薬をぬりましょう。
②たっぷり皮膚にのせるようにぬりましょう。

大人の人差し指の第一関節分の軟こうが大人
の手のひら２枚分の面積に対して適量です。

③医師から処方されたぬり薬は、正しく効果の
ある方法でぬり、医師の指示を守ってきちん
と続けましょう。

問合せ　健康福祉課（健康センター）
　　　　☎ 0178 － 60 － 7100
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　気温が下がり、空気が乾燥するこれからの季節
は、インフルエンザの感染に注意が必要です。イ
ンフルエンザは、ただの「かぜ」とは違い、症状
が重く、38℃以上の発熱、頭痛、関節痛などの
全身の症状が急速に現れるのが特徴です。特に幼
児や高齢者など抵抗力の弱い方がかかると重症化
することがあります。

□ 帰宅したら、すぐに手洗いを心がける。
□ 外出する場合は、できるだけ人混みを避けるとともに、マスクを着用する。
□ 日頃から、バランスの良い食事を心がけ、十分な睡眠を取るなど体力、抵抗力を上げる。

問合せ　健康福祉課（健康センター）☎ 0178 － 60 － 7100

　高齢者・子どもインフルエンザ予防接種の対象
者には、10 月に予診票等を送付しています。接
種期間を過ぎると、全額自己負担となりますので、
早めに接種しましょう。
▷高齢者インフルエンザ　
　接種期間：令和元年 12 月 20 日（金）まで
▷子どもインフルエンザ　
　接種期間：令和２年１月 31 日（金）まで
接種期間内であっても、入荷したワクチンがなく
なり次第、接種終了となる医療機関もありますの
で、事前に医療機関へお問い合わせください。

インフルエンザ予防接種は
受けましたか？

インフルエンザ予防のためにできること

む
し
歯
ゼ
ロ
の

元
気
な

な
ん
ぶ
っ
こ

（埖渡）
つかもと　まな　くん

（平）
まつやま　りん　ちゃん

（大向）
くどう　けいしん　くん

（赤石）
すぎぶち　ひな　ちゃん

（沖田面）
もんま　ひなた　くん

（福田）
てらおか　しょうえい　くん

（福田）
いしだ　やまと　くん

（平）
しょうぜん　ゆうあ　ちゃん

（福田）
うめない　よしき　くん

　ゆとりあ児童館の
利用募集をしたとこ
ろ、申し込みが少な
かったため、来年度
4 月以降も継続して
休館します。

ゆとりあ児童館
休館のお知らせ
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「すこやか南部」通信　パート7
今月のテーマ：「みんなで楽しく運動して健康になろう」

　町では生活習慣病予防のため、町民が運動に親しみ習慣化できるように支援しています。
　平成27年10月に開催された「南部町健康大会」に合わせ、町内施設に新しいトレーニング機器を導入
していますので、ぜひ、ご活用ください。

問合せ
　健康福祉課（健康センター）
　☎ 0178 － 60 － 7100

◎南部町民体育館（☎0179－34－2761）　
　１階トレーニング室
■料金　無料（南部町民に限る）
■利用時間　９時～21時
■休 館 日　毎月第２・４火曜日
■トレーニング機器
　ルームランナー、エアロバイク、
　バックエクステンション

　達者 de 健康相談時にご活用いただけます。
■直近開催日程
　12月 ９日（月）、１月14日（火）、27日 ( 月 )
■時間
　12月：13時30分～18時30分（最終受付18時）
　１月：13時30分～18時（最終受付17時30分）
■トレーニング機器（※利用要予約）
　 ルームランナー、エアロバイク
■その他　体組成測定（体脂肪・筋肉量）、血管

年齢測定、内臓脂肪測定（要予約）などの健康
測定のほか、保健師・栄養士による健康相談も
受けられます。

◎南部町健康センター　運動指導室
　（☎0178－60－7100）

◎バーデパーク（☎0178－84－2850）　
　２階トレーニングジム
■料金（温泉入浴料）　450円
　（トレーニングジムは高校生以上から利用可。こ

の料金で入浴もできます）
■時間　10時～21時（日曜・祝祭日は17時まで）
■休館日　毎月第３木曜日
■トレーニング機器 
　エアロバイク、ステッパー、クロストレーナー、

ローイングエルゴメーター（ボート漕ぎマシン）、
ルームランナー、筋力マシン　等

■料金　
　中学生まで　無料
　高校生  90円 夜間（18時～21時）180円
　一般　 110円 夜間（18時～21時）230円
■利用時間　９時～21時（日曜・祝祭日は17時まで）
■休 館 日　毎月第２・４火曜日
■トレーニング機器
　スクワットラック、エアロバイク、ケーブルマシン、
　ベンチプレス、ルームランナー

◎Ｂ＆Ｇ海洋センター（☎0178－76－3310）
　２階トレーニングルーム

　各種健（検）診や健康に関連する事業などに参加するとポイントが貯まる健康マイレージ事業において、
30ポイント貯まった方は、3,000円分の商品券と交換することができます。
　令和２年１月31日（金）まで交換の受付を行っていますので、次のとおり手続きをしてください。

南部町健康マイレージ健康づくりを応援

場所　健康福祉課（健康センター）
受付時間　平日　８時15分～17時
※原則、本人受付（ご家族のみ代理可能）
※健康福祉課に来られない方はお電話ください。

必要なもの
□健康マイレージカード
□本人の確認ができる物（保険証・運転免許証など）
□特定健診または人間ドック、職場健診を受診した

方でスタンプの押印がない方は、健診結果票を持
参してください。健康福祉課で確認し、スタンプ
を押印します。

問合せ　健康福祉課（健康センター）　
　　　　☎0178－60－7100 
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　寝たきりの原因となりやすい「転倒」による骨折を
予防するために、足腰を鍛える簡単で楽しい運動を実
践・紹介します。日常に運動習慣を取り入れ、早めの
予防で楽しい生活を送りましょう。
期日　１月７日～３月24日の毎週火曜日（全12回）
　　　※但し、６回目は２月12日（水）
時間　10時～11時30分
場所　名川 B&G 海洋センター
対象　南部町在住で、介護サービスを受けていない、

おおむね60歳以上の方
※医師から運動制限を受けている場合や、要介護認定

を受けた人は参加できません。

内容　参加者の運動レベルに応じた運動指導、血圧・
体重・体脂肪・体組成・骨密度測定、体のバラ
ンスや足腰を鍛えるための運動、脚力測定、レ
クリエーション、健康についての講話など

参加料　一人800円（保険料）
問合せ　名川 B&G 海洋センター　
　　　　☎0178－76－3310

　南部町スキー協会では、全日本スキー連盟公認
指導員による初心者スキー教室を次のとおり開催
します

出発場所・時間
▷１月19日　町民体育館前　
　８時出発（現地９時合流可）
▷２月２日・２月16日　町民体育館前　
　７時30分出発（現地集合不可）
参加料　小中学生　５００円
　　　　大人　　　１，０００円
　　　　（リフト代・昼食代は実費）
申込期限　参加希望日の３日前まで
問合せ・申込み　
　町スキー協会　境 久孝
　☎0179－23－3514

期日　２月16日（日）　
場所　安比高原スキー場
内容　頂上から確実にゆっくり滑走

期日　２月２日（日）　
場所　奥中山高原スキー場
内容　リフトの乗り降り・緩斜面の連続ターン

期日　１月19日（日）
場所　田子町２２９スキー場
内容　スキーの着脱・操作・滑走・簡単なターン

転 倒・ 寝 た き り 予 防 教 室 初心者スキー教室

福地地区で行われた運動のようす福地地区で行われた運動のようす

　第６回南部町駅伝競走大会が11月３日、すぱー
く名川を発着にした、周回コースで開催され、出
場した30チームが健脚を競い合いました。 
　結果は次のとおりです。

町内小学校の部（１区間 2.2 ｋｍ、全５区間）
優　勝 名久井小学校 A 42 分 11 秒

準優勝 南部小学校 42 分 57 秒

第３位 福田小学校 A 43 分 11 秒

町内中学校の部（１区間 2.8 ｋｍ、全５区間）
優　勝 福地中学校 47 分 50 秒

準優勝 名川中学校 A 47 分 52 秒

第３位 南部中学校 49 分 32 秒

南部町駅伝競争大会 30 チームが健脚を競いタスキをつなぐ 

一般クラブの部（１区間 2.2 ｋｍ、全５区間）
優　勝 YAMADA 37 分 40 秒

準優勝 はらだクリニック 40 分 13 秒

第３位 田子中陸上部を支える会 42 分 14 秒

優勝の喜びをかみしめガッツポーズでゴール！（福地中チーム）
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後期高齢者被保険者の皆さんへ

■支給対象者
　後期高齢者医療制度被保険者で、基準日 ( 令和
元年７月31日 ) 時点で後期高齢者医療被保険者証
の窓口負担割合が１割の方。（住民税非課税世帯
を除く。）

■支給申請　
高額療養費を支給されたことがない（高額療養
費の口座を登録していない）方は、申請が必要
になります。
12月下旬（予定）に青森県後期高齢者医療広
域連合より申請のお知らせを送付します。お知
らせが届いた方は役場窓口に申請してくださ
い。なお、対象期間中に後期高齢者医療制度に
加入した方や転入した方の場合、支給対象と
なっても申請のお知らせが送付されない場合が
ありますので、対象期間内の外来にかかる自己
負担額の合計が144，000円を超えた方はお問
い合わせください。

※被保険者が亡くなられている場合は受領申立書の
提出が必要です。（事前に提出した場合は不要で
す。）

※被保険者以外の方が申請または受領する場合は委
任状が必要です。

※被保険者以外の方が申請する場合は委任状に加
え、被保険者の個人番号がわかるもの（コピー
可）、申請者の本人確認書類等が必要です。

※対象期間中に青森県後期高齢者医療制度以外の医
療保険に加入歴があり、自己負額がある場合は、
その医療保険の自己負担額証明書が必要です。

　高額療養費（外来年間合算）は70歳以上の高額療養費の上限額を設け、年間を通して外来療養を受け
ている方の負担を軽減する制度です。外来療養費にかかる自己負担額が年間で144,000円を超えた場合、
その超えた金額を申請によって支給します。

■申請に必要なもの
・支給申請書　　　　
・高額療養費 ( 外来年間合算 ) の支給申請に

ついて（お知らせ）
・個人番号（マイナンバー）がわかるもの
・本人確認書類（官公庁発行、発給の顔写真

付き身分証明書等）　  
・印鑑（認印）
・通帳（または通帳のコピー）等口座情報の

わかるもの

１．高額療養費（外来年間合算）について

問合せ　▷健康福祉課（健康センター）☎0178－76－3323　▷青森県後期高齢者医療広域連合 ☎017－721－3821

■対象期間
　平成30年８月１日～令和元年７月31日

２．医療費通知を確定申告に活用
できます

３．薬の飲み合わせにご注意くだ
さい

　国の税制改正により、平成30年１月１日から
医療費通知を確定申告に活用できるようになりま
した。
　広域連合が送付する医療費通知には自己負担相
当分を記載しているので、確定申告時の医療費控
除にも活用できます。
　なお、対象となる期間が平成31年１月診療分
から令和元年12月診療分となるため、通知書の
発送は令和２年２月末頃となりますので、ご理解
をお願いします。
問合せ　青森県後期高齢者医療広域連合
　　　　☎017－721－3821

　広域連合では、複数の医療機関から飲み合わ
せは避けるべきとされている薬を処方されてい
る方へ、そのお知らせを送付しています。
　飲み合わせが悪いと、薬の効果が十分に得ら
れなかったり、反対に薬が効きすぎて重い副作
用を引き起こすことがあります。
　お知らせが届いた方は、すべてのお薬手帳を
持参し、かかりつけ医または、かかりつけ薬局
にご相談ください。

問合せ　青森県後期高齢者医療広域連合
　　　　☎017－721－3821



広報なんぶちょう　12月号21

名川中学校図書室１階（町民図書室）

図書室からのお知らせ
町民の皆さまはどなたでもご利用できます

休室日 毎週月曜日・国民の休日・毎月第４金曜日
【問合せ】名川中学校図書室１階　 ☎0178－76－3121

◆志麻さんのプレミアムな作りおき
◆遺体と火葬のほんとうの話
◆祝祭と予感
◆とむらい屋颯太
◆某
◆ I の悲劇
◆大人の流儀　９
◆ゆき、まだかなあ
◆でこぼこホットケーキ
◆絵本星の王子さま

志麻　　　　著
佐藤　信顕　著
恩田　　陸　著
梶　よう子　著
川上　弘美　著
米澤　穂信　著
伊集院　静　著
レナータ・リウスカ　絵
よしだあつこ　作 
サンテグジュペリ　著

《今月の新刊》

独自の世界観とユニー
クな発想で大人気の作
者が贈る、ちがいを「考
える」絵本。大人にこ
そ読んでいただきたい
1 冊です。

《おはなし会》

「みえるとか　みえないとか」 　ヨシタケシンスケ / 作

図書室の蔵書を検索できる図書検索
システムです。ご活用ください。
URL：http://www.lib-eye.net/nanbu/

《おすすめセレクション》

　福地おはなしの会の皆さんによる読み聞かせ
です。事前申込みは必要ありませんが、未就学
のお子さんは保護者同伴でお越しください。
日時　12 月 15 日（日）　10 時 30 分～ 11 時
場所　名川中学校図書室１階　町民図書室

順位 タイトル 著　者 貸出冊数
１ さざなみのよる 木皿　泉 20 冊
２ ダイイング・アイ 東野　圭吾 18 冊
２ 日日是好日「お茶」が教えてくれた 15 のしあわせ 森下　典子 18 冊
２ ひと 小野寺史宜 18 冊
５ フォルトゥナの瞳 百田　尚樹 17 冊
５ 愛なき世界 三浦しをん 17 冊
５ フーガはユーガ　TWINS　TELEPORT　TALE 伊坂幸太郎 17 冊
５ ひとつむぎの手 知念実希人 17 冊
５ ある男 平野啓一郎 17 冊

貸出人気ランキング　（集計期間　２０１９年１月～１０月末）

　令和元年 12 月 28 日（土）～令和２年１月４日（土）の期間、図書室は年末年始休室となり、返却
ポストも利用停止となります。これに伴い以下のように貸出期間・貸出冊数が変更になります。

対象：12 月 14 日（土）～ 12 月 27 日（金）の期間中、図書・雑誌を借りる方

資料の種類
貸出期間 貸出冊数

通常 対象期間 通常 対象期間
図書（絵本を含む） 15 日間 22 日間 ５冊 ７冊

雑誌 15 日間 22 日間 ３冊 ３冊

年末年始休室に伴うお知らせ

町民ホール（楽楽ホール）は、12月 28日（土）～１月５日（日）の期間、年末年始休館となります。
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　農業者年金制度は、農業者の老後生活の安定および
福祉の向上を図るとともに、農業の担い手を確保する
ことを目的とした年金制度です。安心した将来の生活
を送るためにも、農業者年金に加入しませんか。

【問合せ】　 ▽ 農業委員会事務局（南部分庁舎）　☎ 0179-34-3357
　　　　　 ▽ JA 八戸（福地支店☎ 0178 － 84 － 2222・名川支店☎ 0178 － 76 － 2211・南部支店☎ 0179 － 23 － 3267）

【問合せ】　 ▽ 農業委員会事務局（南部分庁舎）　☎ 0179 － 34 － 3357

農地の相続手続きがなされていないと、持ち主へ連絡がつかないことがあります。
農地の適正管理と荒廃化防止のため、農地の相続手続きをお願いします。

　
経
営
移
譲
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
が

次
に
該
当
し
て
い
る
場
合
に
は
、
経
営
移

譲
年
金
が
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
の
で
、

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

年
金
が
支
給
停
止
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す

経
営
移
譲
年
金
受
給
者
の

皆
さ
ん
へ

　
ま
た
、
経
営
移
譲
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
は
本
人
名
義
で
の
経
営
所
得
安
定
対

策
等
交
付
金
の
申
請
、
農
業
所
得
の
納
税

申
告
、
農
業
共
済
へ
の
加
入
な
ど
も
経
営

再
開
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　
経
営
移
譲
年
金
は
農
業
経
営
を
譲
り
渡

す
こ
と
に
よ
っ
て
受
給
で
き
る
年
金
で
、

老
齢
年
金
と
比
べ
る
と
制
約
が
あ
り
ま

す
。

ご
不
明
な
点
や
詳
し
い
内
容
は
、
農
業

委
員
会
（
南
部
分
庁
舎
）
☎
０
１
７
９
・

34
・
３
３
５
７
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
本
人
名
義
で
農
地
を
買
っ
た
り
、
借

り
た
り
、
あ
る
い
は
貸
付
地
の
返
還

等
を
受
け
て
農
業
経
営
を
再
開
し
た

と
き

②
農
地
所
有
適
格
法
人
の
構
成
員
（
組

合
員
、
社
員
又
は
株
主
）
と
な
っ
た

と
き

③
経
営
移
譲
し
た
農
地
が
返
還
さ
れ
た

と
き
、
な
ど

年金は生涯支給されます。仮に 80 歳前に亡くなら
れた場合でも 80 歳までの分は遺族に支給されます。

保険料の額は自分で（月額２万円～６万７千円）
決めることができ、いつでも見直せます。

支払った保険料の全額が社会保険料控除の対象とな
り、節税に繋がります。受け取る年金も控除対象で
す。

認定農業者などで、青色申告をしているなど、農
業の担い手となる場合、国から月額最高１万円の
保険料補助があります。

しっかり積み立て、安心で豊かな老後のために

農業者年金に加入しませんか

３つの要件を満たせば、
どなたでも加入できます

１
６０歳未満

２
年間６０日以上

農業に従事

3
国民年金

第１号被保険者

農地を相続された方へお願い

・相続した農地のある市町村の農業委員会に、
届出をお願いします。

・手続きは、相続された方が農業委員会へ認印
と権利取得の分かる書類を持参し、届出書に
必要事項を記入のうえ提出してください。

・相続登記とは、土地所有者の名義を変更するこ
とです。

・相続登記の手続きが完了しない限り、登記簿上
の所有者は故人のままとなります。

農業委員会への届出 法務局への相続登記
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助
手
席
に
凭
れ
て
行
き
ぬ
原
す
ぎ
て
山
の
も
み
ぢ
の
賑
は
し
き
な
か　
　
　
　

川
守
田
慶
三

今
朝
晴
天
な
れ
ど
テ
レ
ビ
は
台
風
の
傷
跡
映
す
い
た
み
と
共
に　
　
　
　
　
　

大
久
保
雪
夫

秋
雨
の
過
ぎ
て
孤
愁
の
空
の
青
霜
降
る
朝
も
近
く
な
り
た
り　
　
　
　
　
　
　

奥
寺　

睦
子

友
ら
み
な
個
室
に
居
り
て
そ
れ
ぞ
れ
に
す
る
事
違
ふ
夕
食
の
あ
と　
　
　
　
　

工
藤　

裕
正

弱
く
飛
び
悪
さ
の
で
き
ぬ
秋
繩
を
外
に
追
ひ
出
す
咎
人
吾
は　
　
　
　
　
　
　

坂
上　

傳
吉

秋
晴
れ
の
庭
隅
に
咲
く
猿
滑
り
天
に
向
か
っ
て
赤
く
あ
ざ
や
ぐ　
　
　
　
　
　

水
梨　

正
夫

夕
食
の
妻
の
手
作
り
前
に
し
て
孫
子
ら
ひ
と
き
わ
会
話
は
ず
ま
す　
　
　
　
　

根
市　

政
志

福
地
短
歌
会

白
あ
け
び
期
待
を
超
え
て
味
と
香
は
菓
子
さ
な
が
ら
の
美
の
プ
レ
ゼ
ン
ト　
　

馬
場　

昭
子

山
々
の
ひ
と
雨
ご
と
の
紅
葉
が
里
に
降
り
き
て
色
づ
く
り
ん
ご　
　

 

　
　

 

　

馬
場　
　

操

元
気
塾
手
足
動
か
し
笑
顔
見
せ
老
い
を
忘
る
る
シ
ニ
ア
の
会
に　
　
　
　
　
　

馬
場　

敬
子

茹
で
菊
を
す
ば
や
く
冷
凍
庫
へ
保
存
自
律
神
経
に
効
あ
り
と
聞
き　
　
　

 　

 

坂
本　

綾
子

紅
葉
の
深
ま
る
里
の
鉄
橋
を
童
画
の
ご
と
く
渡
る
二
輌
車　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々

木
冴
美

街
路
樹
の
銀
杏
も
み
じ
を
敷
き
つ
め
て
今
朝
の
歩
道
は
幸
せ
の
い
ろ　
　
　
　

八
木
田
順
峰

な
ん
ぶ
短
歌
会

一
刻
の
し
ゅ
う
雨
に
打
た
れ
甦
る
紅
葉
の
濃
さ
に
命
救
は
る　
　
　
　
　
　
　

小
林　

青
山

高
齢
で
元
気
に
家
事
の
出
来
る
吾
こ
の
幸
せ
を
親
に
感
謝
す　
　
　
　
　
　
　

中
野　

静
子

軒
下
に
鉢
を
集
め
て
傘
を
さ
す
初
霜
予
報
月
冴
え
わ
た
る　
　
　
　
　
　
　
　

向
山　

敦
子

山
辺
の
四
季
の
移
ろ
い
楽
し
み
に
過
ご
す
日
常
か
け
が
え
な
き
や　
　
　
　
　

工
藤　

孔
子

か
ま
き
り
が
鎌
を
ふ
り
あ
げ
吾
威
す
今
年
も
会
え
た
庭
の
ア
イ
ド
ル　
　
　
　

一
ノ
渡　

綮

仮
置
き
場
に
積
ま
れ
し
畳
泥
ま
み
れ
朝
げ
夕
げ
の
団
ら
ん
破
り
て　
　
　
　
　

鶴
飼　

千
年

若
　
草
　
会

役立っています！ボートピアなんぶ交付金
地域資源を活用したイベントや地域課題解決に向けた自発的地域活動の推進
により、地域住民の連携や子供たちの活動力を向上させることができました。

（NPO 法人なんぶねっと）

6
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7
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8
SUN

9
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10
TUE
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13
FRI

14
SAT

15
SUN

16
MON

17
TUE

18
WED

19
THU

20
FRI

21
SAT

22
SUN

23
MON

24
TUE

25
WED

26
THU

27
FRI

28
SAT

29
SUN

30
MON

31
TUE

1
WED

2
THU

3
FRI

4
SAT

5
SUN

6
MON

7
TUE

8
WED

9
THU

デーレース ナイターレース

1 January12  December

戸田ヴィーナス
シリーズ

三国GⅠ北陸艇王決戦

日時　12 月 25 日（水）14 時～ 15 時 30 分
場所　グループホームふくち（福田字町頭 8 － 1）
参加料　200 円（飲み物、お菓子付き）
連絡先　☎ 0178 － 60 － 1313

日時　12 月 21 日（土）14 時 15 分～ 15 時 30 分
場所　八幡のゆ（小向字八幡 19 － 1）
参加料　100 円（飲み物、お菓子付き）
連絡先　☎ 0179 － 23 － 3680

桐生一般戦
東京スポーツ杯

下関男女
W 優勝戦

お茶を飲みながら日頃の情報交換をしたり、参加者
同士の交流を楽しんだりするほか、専門職に悩みを
相談できる場です。お気軽にお立ち寄りください。

休　
館　
日

お悩み相談、日頃の情報交換にご活用ください

オレンジカフェ（認知症カフェ）

日時　12 月 12 日（木）10 時～ 14 時
場所　きたむら茶屋（福田字間ノ原 43）
参加料　無料（飲食代実費）
連絡先　☎ 0178 － 20 － 9115

認知症サポートカフェ

南部オレンジカフェ

ほっこりカフェ

福岡
GⅢ企業杯 多摩川一般戦 児島男女W優勝戦 多摩川一般戦 常滑

ルーキー
徳山GⅠクイーンズ

クライマックス 住之江一般戦 宮島男女
W優勝戦

尼崎GⅢマスターズリーグ 浜名湖
一般戦 宮島一般戦 浜名湖

一般戦 平和島一般戦 浜名湖一般戦 戸田一般戦

蒲郡
一般戦 丸亀一般戦 住之江 SG グランプリ 大村一般戦 若松一般戦 若松

一般戦
下関

一般戦
大村特別

ヴィーナスシリーズ

大村 GⅠ海の王者決定戦 桐生一般戦
日本財団会長杯 大村一般戦 若松一般戦 下関

一般戦
桐生一般戦

ボートピアなんぶ杯
桐生一般戦

群馬ダービー
若松

一般戦
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い
て
は
国
民
健
康
保
険
証
、
年
金

手
帳
、
共
済
組
合
員
証
等
２
枚
以

上
の
公
的
書
類
の
提
示
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　
委
任
状
に
は
、
納
税
義
務
者
本

人
（
法
人
の
場
合
は
代
表
者
）
の

自
署
、
押
印
（
実
印
）、
代
理
人

の
自
署
、
押
印
（
認
印
）
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ　

　
三
八
地
域
県
民
局
県
税
部

　
納
税
管
理
課 

　
☎
０
１
７
８
・
27
・
５
１
１
１

行政相談・人権相談
期日　１月９日（木）
時間　13 時～ 15 時
場所　福地公民館、剣吉公民館、
　　　南部公民館
問合せ△

行政相談は総務課（本庁舎）
　☎ 0178－84－2111△

人権相談は住民生活課（南部
分庁舎）☎ 0179－34－2509

１・２月の休日窓口開設日
期日　１月 18 日（土）
　　　 ２月 1 日（土）、15 日（土）
時間　８時 15分～ 12時
場所　住民生活課（南部分庁舎）
業務内容　住民票・印鑑証明書の

交付、印鑑登録
※平日は、当日16 時までの電話予

約で、18 時まで窓口の時間を延
長できます。業務内容は休日窓
口と同じです。

問合せ　住民生活課（南部分庁舎）
　　　　☎ 0179－34－2509

お知らせ
information

広告

南部町の人口と世帯数
（令和元年 11 月20日現在）

対先月比

人　口　　　　人
　男　　　　　人
　女　　　　　人
世帯数　　　　世帯

（　　）
（　　）
（　　）
（　　）

－20
－9

－11
－9

17,889
8,505
9,384
7,434

活
動
内
容

　

研
修
会
や
懇
親
会
等
の
開
催
、

地
元
出
身
隊
員
の
慰
問
お
よ
び
激

励
会
の
開
催
、
自
衛
官
募
集
に
協

力
す
る
事
業
。
自
衛
隊
基
地
や
護

衛
艦
等
の
見
学
会
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

入
会
資
格

　
自
衛
隊
家
族
会
の
活
動
趣
旨
に

賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
方
。

（
自
衛
隊
員
の
家
族
以
外
の
方
も

入
会
で
き
ま
す
。）

年
会
費　
２
，
０
０
０
円

問
合
せ

　
住
民
生
活
課
（
南
部
分
庁
舎
）

　
☎
０
１
７
９
・
34
・
２
５
０
９

　

南
部
町
自
衛
隊
家
族
会
で
は
、

自
衛
隊
員
と
そ
の
家
族
相
互
の
理

解
と
親
睦
を
図
り
、
防
衛
意
識
の

高
揚
と
自
衛
隊
の
健
全
な
発
展
育

成
を
目
指
し
て
、
活
動
し
て
い
ま

す
。　

　
県
税
の
納
税
証
明
書
の
交
付
申

請
を
す
る
と
き
は
、次
の
と
お
り
、

本
人
確
認
を
し
ま
す
。

１
納
税
義
務
者
本
人
（
法
人
の
場

合
は
代
表
者
）
が
交
付
申
請
の

手
続
を
行
う
場
合

　
運
転
免
許
証
、
住
基
カ
ー
ド
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

な
ど
、
本
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
顔
写
真
付
き
の
公
的
書
類
の

提
示
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

２
納
税
義
務
者
本
人
以
外
の
方
が

交
付
申
請
の
手
続
を
行
う
場
合

　
納
税
義
務
者
本
人
（
法
人
の
場

合
は
代
表
者
）
か
ら
の
委
任
状
の

ほ
か
、
交
付
申
請
の
手
続
を
行
う

方
に
つ
い
て
、
本
人
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
公
的
書
類
の
提
示
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
顔
写
真
付
き
以
外
の
も
の
に
つ

協力依頼

県
税・納
税
証
明
書
交
付
申

請
時
の
本
人
確
認
に
つ
い
て

募集案内
「
南
部
町
自
衛
隊
家
族
会
」

会
員
募
集

協力依頼
三
戸
地
区
衛
生
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
お
願
い(

南
部
・
名
川
地
区)

　
三
戸
地
区
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
し

尿
処
理
施
設
）
で
は
、
例
年
12
月

初
旬
か
ら
年
末
に
か
け
て
し
尿
、

浄
化
槽
汚
泥
の
搬
入
量
が
非
常
に

多
く
な
り
ま
す
。
今
年
も
施
設
の

処
理
能
力
を
上
回
る
搬
入
量
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
施
設
の
安

定
し
た
処
理
を
維
持
す
る
た
め
処

理
能
力
の
範
囲
内
で
の
受
け
入
れ

と
し
ま
す
の
で
、
こ
の
期
間
内
に

汲
み
取
り
を
予
定
さ
れ
る
方
は
、

お
早
め
に
汲
み
取
り
業
者
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
三
戸
地
区
環
境
整
備
事
務
組
合

　
三
戸
地
区
衛
生
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
７
８
・
75
・
１
４
４
９

10月26日、護衛艦「いず
も」の見学を実施。
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公用車を売却します 教室案内

八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

12
月
の
体
験
教
室

お知らせ
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
し
て
い
る

皆
さ
ん
へ

広告

エ
コ
正
月
飾
り
作
り
教
室

　
牛
乳
パ
ッ
ク
で
作
っ
た
紙
で
、

正
月
飾
り
を
作
り
ま
す
。

日
時　
12
月
14
日
（
土
）

　
　
　
９
時
～
12
時

定
員　
５
人

持
ち
物　
は
ぎ
れ

参
加
費　
無
料

問
合
せ　

　
八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　
☎
０
１
７
８
・
70
・
２
３
９
６

等
、
不
注
意
に
よ
る
流
出
が
大
半

で
す
。
油
が
流
出
す
る
と
、
側
溝

や
水
路
を
通
じ
、
水
道
用
水
な
ど

に
利
用
さ
れ
て
い
る
河
川
に
流
れ

出
る
こ
と
も
あ
り
、
下
流
域
全
体

に
影
響
を
及
ぼ
す
ほ
か
、
川
の
生

き
物
に
も
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。

ま
た
、
事
故
の
処
理
に
か
か
っ
た

費
用
は
、
原
因
者
が
負
担
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
各
家
庭
や
事
業
所
で
、
タ
ン
ク

の
劣
化
状
況
点
検
や
補
修
を
行

い
、
除
雪
作
業
等
の
破
損
事
故
に

も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
事
故
を
起
こ
し
た
場
合

や
発
見
し
た
場
合
に
は
、
南
部
町

役
場
、
消
防
署
、
警
察
署
等
へ
速

や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

問
合
せ　

　
建
設
課
（
南
部
分
庁
舎
）

　
☎
０
１
７
９
・
34
・
２
５
１
８

　
平
成
25
年
か
ら
施
行
さ
れ
て
い

る
改
正
養
蜂
振
興
法
に
よ
り
、
ミ

ツ
バ
チ
を
通
年
で
飼
育
し
て
い
る

方
お
よ
び
は
ち
み
つ
や
ミ
ツ
バ
チ

等
を
譲
渡
販
売
し
て
い
る
方
は
、

毎
年
１
月
中
に
飼
育
届
を
、
住
所

地
の
地
域
県
民
局
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
手
数
料
は
か
か
り
ま

せ
ん
）

※
飼
育
届
用
紙
は
、
青
森
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
ほ
か
、
地
域
県
民
局
で
も

配
付
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

　
三
八
地
域
県
民
局
地
域
農
林
水

　
産
部　
畜
産
課

　
☎
０
１
７
８
・
27
・
５
１
１
１

　
例
年
冬
期
に
な
る
と
家
庭
や
事

業
所
か
ら
灯
油
等
が
流
れ
出
す
油

流
出
事
故
が
多
発
し
ま
す
。
原
因

は
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
バ
ル
ブ
や
配

管
の
劣
化
、
除
雪
時
の
ホ
ー
ム
タ

ン
ク
や
配
管
の
破
損
、
ホ
ー
ム
タ

ン
ク
か
ら
小
分
け
時
に
目
を
離
す

注意喚起

冬
季
の
油
流
出
事
故
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

12月19日（木曜日）

認定補聴器技能者がサポートします

｢聞こえにくさ｣を感じたら､
　　　　　　まずはご相談を！

認定補聴器専門店
メガネショップナカムラ
三戸町八日町33  0179（23）5433

広告

売却車両　
▶車名　トヨタ　ハイラックス
▶初度登録年月　平成 19 年 5 月
▶走行距離　134,307km

受付期間　
　12 月 5 日（木）～
　12 月 13 日（金）
入札日　12 月 20 日（金）
　　　　10 時～
場所　南部町役場本庁舎
売却条件　

自動車左右に印字されている
ネーム消しを行うこと。自動車
取得に係る費用負担や手続きは
購入者が行うこと。

問合せ　
　住民生活課（南部分庁舎）
　☎ 0179 － 34 － 2509

開催案内

語
ら
い
の
会

　

南
部
町
精
神
障
害
者
家
族
会

「
ま
べ
ち
の
会
」
で
は
精
神
に
障

が
い
の
あ
る
方
の
家
族
が
集
ま

り
、
自
由
に
語
ら
い
交
流
し
て
い

ま
す
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
気
軽
に

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
21
日
（
土
）

　
　
　
11
時
～
13
時
30
分

場
所　
南
部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ  

　
健
康
福
祉
課（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
０
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八戸圏域ウルシ造林事業募集 令和２・３年度国有林モニターの募集
　東北森林管理局は、国有林野の管理経営に皆さ
んの声を役立てていくため、モニターを募集して
います。
募集人員　48 人程度
募集期間　令和元年 12 月２日（月）～
　　　　　令和２年１月 31 日（金）
任期　令和２年４月１日から２年間
内容　アンケートへの回答、現地見学会・国有林

モニター会議への出席など
※応募資格、応募方法など、詳しくは東北森林

管理局ホームページ（URL：http://www.rinya.
maff.go.jp/tohoku/）をご覧いただくか、担当
までお問い合わせください。

問合せ　東北森林管理局　企画調整課　
　　　　林政推進係　☎ 018－ 836－ 2228
　　　　FAX：018-836-2031
　　　　Email：t_kikaku@maff.gp.jp

八戸地域広域市町村圏事務組合からお知らせ
（構成市町村：八戸市、三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、新郷村、おいらせ町）

　漆の生産量の拡大を図るため、令和２年度から
令和３年度にウルシ苗木の植栽を行う山林所有
者、林業者および林業者等の組織する団体を募集
します。
補助内容
　補助対象者が購入するウルシ苗木ごとに、その
購入単価の 1/2 以内の額を合算した額。　
募集要件
　八戸圏域連携中枢都市圏域内（八戸市、三戸町、
五戸町、田子町、南部町、階上町、新郷村）で、
自己が経営する山林において、0.1ha 以上の植栽
可能な土地を準備できる方。
募集受付　随時受付けしています。
申込方法
　必要書類を、持参または郵送にて農林課に提出
してください。
問合せ　農林課（南部分庁舎） ☎ 0179－ 34－ 3371

　議会は、予算や条例の審議、決算の認定などが会
議される場で、年３回の定例会と、必要に応じて臨
時会が開催されます。今年度は９月 30 日に９月定
例会を開催し、今後、12 月 20 日に 12 月定例会（14
時からユートリー８階中ホール）、令和２年３月 25
日に３月定例会（16 時からユートリー１階大ホー
ル）の開催を予定しています。

　一般会計歳出決算額は 80 億 4210 万円で、前年
度比 9.7% の増となりました。

問合せ
　八戸地域広域市町村圏事務組合議会事務局　
　☎ 0178 － 43 － 2145

議会について　※どなたでも傍聴できます

○議員名簿（令和元年９月 30 日現在）

平成 30 年度決算のお知らせ

八戸市

間
あいだ

盛
もりひと

仁・高
たかやまげんえん

山元延・高
たかはし

橋正
ま さ と

人・
中
なかむらますのり

村益則・髙
たかはしたかゆき

橋貴之・田
た な ぶ

名部裕
ひ ろ み

美・
三
み う ら

浦博
ひ ろ し

司・苫
と ま べ ち

米地あつ子
こ

・
藤
ふじかわ

川優
ゆ り

里・森
もりぞの

園秀
しゅういち

一・豊
と よ だ

田美
み よ

好・
松
まつはし

橋知
さとる

・立
たちばな

花敬
たかゆき

之・寺
てら

地
ち

則
のり

行
ゆき

・
伊
い と う

藤圓
の り こ

子・吉
よ し だ

田 淳
じゅんいち

一
三戸町 松

ま つ お
尾和

かずひこ
彦（町長）・赤

あかつか
塚立

りっぺい
平

五戸町 若
わかみやけいいち

宮佳一（町長）・三
み う ら

浦專
せん

治
じ ろ う

郎
田子町 山

やまもと
本晴

は る み
美（町長）・宇

う と う
藤大

だいすけ
介

南部町 佐
さ さ き

々木俊
としあき

昭（副町長）・山
や ま だ

田賢
け ん じ

司
階上町 浜

は ま や
谷豊

と よ み
美（町長）・荒

あ ら や
谷憲

のりあき
輝

新郷村 櫻
さくらい

井雅
まさひろ

洋（村長）・滝
たきさわ

沢 仁
ひとし

おいらせ町 小
こむかい

向仁
ひ と き

生（副町長）・澤
さわがみ

上 勝
まさる

歳入項目 決算額（万円）
分担金及び負担金 682,437
使用料及び手数料 27,009
繰越金 31,412
組合債 86,030
その他収入 20,492

歳入総額 847,380

歳出項目 決算額（万円）
議会費・総務費 1,581
民生費 9,045
衛生費 278,260
消防費 464,505
公債費 50,819

歳出総額 804,210
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町営市場の販売状況（令和元年10月16日～令和元年11月15日）

品　名 販売数量（㎏） 売上額（千円） キロ単価（円） 前年単価（円） 

弘前ふじ（りんご） 96,394 15,814 164 130
早生ふじ（りんご） 87,023 14,391 165 125
サンふじ（りんご） 171,286 35,441 207 205
紅玉（りんご） 241,484 38,550 160 118
王林（りんご） 81,189 10,149 125 129
シナノスウィート（りんご） 39,213 6,901 176 155
シナノゴールド（りんご） 20,284 2,531 125 164
サンジョナゴールド（りんご） 142,019 25,210 178 134
ゼネラルレクラーク（梨） 22,316 2,888 129 191
大　根 34,190 2,412 71 56
短根人参 10,485 623 59 139
キャベツ 15,435 693 45 52
ゴボウ 23,069 2,127 92 242
赤かぶ 104,779 5,189 50 71
長　芋 41,700 8,898 213 296
にんにく 30,505 14,081 462 800
ね　ぎ 51,768 11,729 227 230
ほうれん草 2,152 927 431 374
干　菊 296 4,553 15,386 14,726 

　今月の表紙の撮影では、カメラアングルを探り
「これだっ」と思った瞬間に、太陽の光が差し込
んできました。　
　天然スポットライトのサプライズは「“妙丹柿 ”
は後世につないでいくべき南部地方の宝。しっか
りと広報せよ！」との、メッセージのように感じ
ました。【K】

編集後記

　都合により日時が変更となる場合があります
ので、ご来院の際はお問い合わせください。

南部町医療センターからの
お知らせ ☎ 0178 − 76 − 2001

青森労災病院医師の診療日

▲

12 月 ９ 日（月）　13 時～

▲

12 月 17 日（火）　13 時～

▲

12 月 23 日（月）　13 時～

泌尿器科 要予約

▲

12 月 11 日（水）　13 時～

▲

12 月 25 日（水）　13 時～

眼科　 受付　　 13 時 15 分まで
初診者は 13 時まで

▲

12 月 27 日（金）　受付14時～14時20分
先天性股関節脱臼検診の実施日

●今月の休場日
　12月１日（日）、４日（水）、８日（日）、11日（水）、15日（日）、18日（水）、
　　　22日（日）、29日（日）、30日（月）、31日（火）
　１月１日（水）～５日（日）、８日（水）、12日（日）、13日（月）、19日（日）、
　　　22日（水）、26日（日）、29日（水）

広告

■モニターの種類
　①「防衛モニター」･･･　防衛および自衛隊に関する

ご意見ご要望
　②「基地モニター」･･･　海上自衛隊および八戸航空

基地に関するご意見ご要望
■任期　2020 年 4 月 1 日～ 2022 年 3 月 31 日
■応募資格　両モニターともに次のすべてに該当する方
　・自衛隊および防衛問題に関心のある方
　・公務員以外の職業に就かれている方
　　（主婦および学生を含む。）
　・20 歳から 59 歳までの方
　・海上自衛隊のモニター未経験の方
　・八戸市および近隣市町村にお住まいの方

■応募方法
　次の項目を明記し、官製はがき、メールまたは

ＦＡＸで応募（ホームページに応募用紙掲載）
　①希望のモニター名（「防衛」、「基地」、「どち

らでも良い」のいずれか）②氏名（ふりがな）
③性別④生年月日⑤職業⑥電話番号（携帯電
話を含む。）

■応募締切　1月10日（金）
■応募および問合せ先　
　海上自衛隊　第２航空群司令部　広報室
　☎0178－28－3011
　E-mail：2aw-kouhousitu@inet.msdf.mod.go.jp

海上自衛隊八戸航空基地 2020年度防衛・基地モニター募集

※当院整形外科医師が行います。
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南部町農産物フェア（11/23 土、24 日）
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広報なんぶちょう

今年も南部町鍋将軍のパンチ佐藤さん（前列左）が登場！
開会セレモニーでは気合いのこもった「エイ、エイ、オー」の掛け声で会
場を盛り上げたほか、各地の鍋の魅力を PR してくれました。家族や友だちと一緒に食べる鍋の味は格別です。

ご当地ゆるキャラは子ども達に大人気！

当町からは、商工会女性部と役場相撲
部らがアイデアを出し合って作った、

「南部達者村ちゃんこ」を出店。

農産物販売や飲食コーナーなどの出店が並び、農産物販売や飲食コーナーなどの出店が並び、
お祭りのような盛り上がりとなった「南部町農お祭りのような盛り上がりとなった「南部町農
産物フェア」。新鮮でお手頃な価格の果物や野産物フェア」。新鮮でお手頃な価格の果物や野
菜の販売が盛況だったほか、子ども縁日やなま菜の販売が盛況だったほか、子ども縁日やなま
ず重さ当てクイズなどの催しも好評で、たくさず重さ当てクイズなどの催しも好評で、たくさ
んの人で賑わいました。んの人で賑わいました。

たくさんのご来場ありがとうございました！
（11/23土、24日）南部町農産物フェア＆（11/24日）あおもり鍋自慢！

10,000人来場者

あおもり鍋自慢！（11/24 日）


